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2021年秋冬号No.75

FREE PAPER
逗子市のママたちが
制作しています陽だまり

▲現役スタッフの子どもたちが描きました！

子育て応援メッセージ
地域でご活躍の方々から

さくらやま小児科クリニック

院長　土屋　貴義
　市内の小児科医として、お子さまの病気や育児の悩みなどを日々 拝見・
拝聴しておりますが、自身が２人の子どもを持つ父親でもあります。
　いつもご両親に「風邪をひいたら鼻水を吸引してくださいね」とか「歯
が生えてきたら歯磨きを毎日しましょうね」などお話していますが、嫌がる子
どもに実際行う大変さもよくわかっていますし、夜疲れて寝ているところに
急な発熱や夜泣きで起こされる辛さも経験しています。また、共働きのご家
庭は急病の際、翌日のあずけ先をどうしようかと焦りますよね。私も自分の
子どもが発熱した時は両親に頼んだり、シッターさんを探したり、誰も頼れ
ないときは自分の仕事場に連れて行ったりと、何とかやり繰りしていました。
(本当は仕事を休めれば良かったのですが）
　保育園に入園して最初の１～２年は頻繁に風邪をひくので本当に大変
だった記憶がありますが、今ふり返れば良い思い出です。
　日々家事に追われ、お仕事との両立も大変かと思いますが、自然豊かな
逗子での子育てをどうか楽しんでいただければと思います。

＜プロフィール＞　 1999年獨協医大卒。小児科医として大学病院、
小児病院などで勤務後２０１４年にさくらやま小児科クリニックを開業

＃逗子の秋冬
　季節を探しに行ってみよう！
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２代目編集長　水谷亜衣子さん

４代目編集長　島山幸子さん

『陽だまり』をしていて
良かったこと

制作していた頃と、
子どもが大きくなった現在、
変わったところ、思うところ

逗子で子育てしていて
良かったと思うことは？

　現在までの『陽だまり』編集長も、ここ逗子で子育てしている先輩ママ。そこで、ご自身が『陽だま
り』を制作していた小さかった頃と大きくなった今との違い、逗子で子育てしていて良かったな～と
感じることなどを聞いてみました！

　幅広い年齢層、市内色々 な地域の
ママ達と繋がれた事。先輩ママ達には
いつも心を軌道修正してもらい、
若いママ達からはパワーと優しさを
もらえている。
　　　 
　一人の時間が欲しくて親離れして
欲しかった乳幼児期。今は子離れできず
私が後追い。　一人で大の字で寝た
かった昔。今は冬の冷たい布団を布団
乾燥機で暖め一人寝る。

　ご近所さんやお友達のママや
パパ達みなさんが、息子達を見守って
くれている。そして、良い事も悪い事も、
さり気なく教えてもらえる。
 

 

　スタッフの子育て経験は本当に
参考になります！また豊富な情報や
アイデアのおかげで逗子の事をたくさん
知る事ができました。

　子どもがあまり一緒に出かけて
くれなくなったので子育てネタがつきて
きました（汗）小さい頃の写真を見返し
ては「あの頃はかわいかったなあ」と
涙ぐむ日が増えたような…。

　人も空気もいい！長男（中１）が
逗子駅改札をでた瞬間「あー、やっぱ
落ち着くわー」と言うのを聞いてつくづく
逗子に住んで良かったと思います。

 

　心温まる時間が過ごせたこと。
子育てに一喜一憂する中で、雑談のほか
に「ちょっと真面目な子育てや自分の悩
み」が話せるステキな居場所でした。

　今、子どもは大学生と高校生（笑）。
もがいて子育てしていたあの頃の想い
や、仕事を再開して気づいた
「ママになったからこそ身についた力」
を活かし、今は女性のライフキャリアカウ
ンセラーをしてます^^。

　子どもが自然の心地よさを知っていること。
人とのご縁がつながりやすいこと。
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▲『陽だまり』制作11年、現在も編集スタッフ
へのアドバイスやフォローを欠かさない
愛情溢れる先輩ママ。『陽だまり』不定期コラム、
なる姐さんの「育児は続くよどこまでも」を
執筆中。
 

３代目編集長　熊谷奈津江さん

山路を登りながら

『陽だまり』バックナンバー
『陽だまり』バックナンバーは　　　　　  
このQRコードから！▶▶▶
※No.５１~　

『陽だまり』バックナンバーは　　　　　  
このQRコードから！▶▶▶
※No.５１~　

子育てポータルサイト 『えがお』

ささやかだけど頑張っている自分に
自分で表彰状授与しちゃう！

読んでおもしろい遊んで楽しい、
一石二鳥の特集です♪

 

No.55（2015年冬号） No.67（2018年冬号）

No.68（２０１９年春号）No.62（2017年秋号）

＼子育てあるあるエピソード／
＼逗子トリビア第一弾／

＼ずしあるあるすごろく／
＼こんなワタシに表・彰・状／

へぇ～！なるほど！な豆知識の宝庫。
これ気になってた！の答えも見つかるかも☆ 

私だけじゃなかったんだ！
みんなの体験談に
わかるー！と共感の嵐 

陽だまり創刊20周年

『陽だまり』20周年に寄せて「子育てで大切なこと」
桑原　泰恵初代編集長 （池子ほっとスペース・カフェちょこっと統括責任者）

　朝起きて子どもと出かける所がある、声をかけてくれる人
がいる、悩みを語り合える仲間がいる。人との繋がりの中で
知識を得、我が子の故郷となるこの町に温かさを感じられ
れば、子育てが楽しくなってきます。　
　『陽だまり』はこうしたお手伝いができる様にと創刊されま
した。現役お母さんが子育てに役立つ情報を送り届ける。
会ったことはなくても同じ町で子育てしている同志たちにエ
ールを送る・・・。
　お母さんの笑顔が見たい！と夢中でつくってきた『陽だま
り』が20周年を迎えました。メンバーは変わっても逗子で子
育てするお互いを思いやる気持ちは変わりません。
だから20年続いた・・・そしてこれからも続いていきます。
ありがとう、そしてこれからもよろしくお願いします。
　

　お腹の中に小さな生命が宿り、いよいよ始まる我が
子との生活。その時どんな気持ちでいましたか？まず初
めに願ったのは順調に育ち、元気に産まれてきてくれる
ことではなかったでしょうか。でもそのためにお母さん
ができることはサポート的な事。赤ちゃんの育つ力が
最大限になる様に母体の健康を保つことくらい。そして
それは産まれてからも同じです。子育てはその子に備
わっているものを引き出し伸ばせる様に、親が試行錯
誤しながら成長する営みなのです。
　子育てはやりがいがいのある面白いもののはずで
すが、行き詰まったり、他の親と比べて自分をダメと感じ
たり、辛くなる時もあります。こんな時助けてくれるのは
生きた知識と仲間です。　　

20周年記念の
イラストは、
元編集スタッフ
花澤ももこさん
に描いて

いただきました！



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

＃逗子の秋冬 

季節を探しに行ってみよう！ 

 

＃逗子で子育てする人と繋がりたい ＃逗子をもっと楽しみたい 

➁

『陽だまり』は逗子市子育てポータル
サイト『えがお』とリンクしています 
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